














































E-learning Program in the Faculty of Regional Policy in Connection with 





























































































































































　限 13 ～ 14 14 ～ 15 15 ～ 16 16 ～ 17 17 ～ 18 18 ～ 19 19 ～ 20
男 31,636 37,026 41,458 45,962 49,107 50,656 51,128































          
部会長会議   運営推進委員会（企画・立案）  
FD/SDセミナー 

























































































































 入学前教育（推薦入学者と希望者）       
  （学習習慣の意識付けなど）               
 
（「気づき」のための自己診断・学修観）     
入学後「プレイスメントテスト」（4月） 
         





     卒研（ゼミ）＋キャリア形成 









































































































コース スタンダード 初中級 PW TOEIC
学習者実数 255 29 32 43






コース スタンダード 初中級 PW TOEIC
学習者実数 253 9 7 1
合計学習時間 114 0.37 19 0.30
＜表6：2013 /6/21 ～ 11/16＞
コース スタンダード 初中級 PW TOEIC
学習者実数 43 17 22 39
合計学習時間 223 9 41 20
＜表7：2013 /11/17 ～ 2014/3/31＞
コース スタンダード 初中級 PW TOEIC
学習者実数 49 11 9 6
合計学習時間 53 12 27 1









































































































































15） 松尾，橋本，小川 （2012）「ブレンディッドラーニングによる入学前教育の取り組み」に，今後の課題としての ① 高











   
Lecture        5％ 
  
Reading          10％ 
 
Audio Visual      20％ 
 
Demonstration    30％ 
 
Discussion Group  50％ 
         
Practice by Doing  75％ 
 
Teaching Others   90％ 
 
＜図５：Nationa. Trainig Laboratoriesの平均学習 
        定着率調査 
 


















































































































































































































































































































































































ング　国際事例の評価と戦略』，p iとp 256， 東京電機
大学出版局




















































































 数学 英語 日本語 情報 学修観 実施形態 
地域政策学部 264（文系） 253 262 253 249 紙・マークシート 
8大学 計 2,393（文・理） 1,917 1,989 2,615 2,395 PC利用が半数以上 
 
2014��������ト��ト実施要�（2013������経�以�������） 
数学 英語 日本語 情報 学修観 
文系 22問30分 聴解・読解 60問25分 70問 20分 40問 20分 81問 20分 
理系１ 30問 30分 （読解 50問 20分）  
理系２ 43問 45分 （聴解 10問 5分） 
 
���２�2014�������ト実施要� 
数学 英語 日本語 情報 学修観 
数的思考 20問45分 聴解・読解 90問60分 60問20分 40問20分 81問20分 
微分積分・線形代数１ 17問45分 （読解 45問35分） 100問30分  
微分積分・線形代数２ 16問45分 （聴解 45問25分） 
 














































































































































































７． 全 1400問の中の各レベル 20問において，10問ずつの「確認テスト」を設定し，100％正答で次のレベルに進
めるようにしている 
８． 自信がない場合，不正解だった場合でも，必要に応じて，「ヒント」「テキスト」「解説」を入れている 
学習の軌跡が確認できるようにしている                   （作成：中﨑温子） 
62
 
���６�「��� e�����の���」の１��の��と���        （作成：中﨑温子） 














ができる            [レベル ６、７] 






くことができる        [レベル ５～７] 
心身語彙関連の四字熟語をある程度理解








      [レベル６，７] 
日本語検定３級程度の語の意味を文脈に


































                [レベル６，７] 
情報を整理しながら、一定レベルの短文を
読むことができる 




































＊「義」か「宜」か「議」か。ちなみに「宜」は「よい」の意味                                                         












＊「うだつ」とは、本来は隣家との境に設けた防火壁のこと。これを高くするのが繁栄の象徴だった。                                     
□（「語義」レベル１から）夫婦にとって子は     といいます。                [正解 ３]  
１ かいかえ 
２ かけがえ 
３ かすがい  
４ かけがい 
＊選択肢３の「かすがい」は、二つの木材をつなぎ止める釘                                                          
□（「表記・文法」レベル３：○×数表現問題） 
（  ）3月は会計年度の上半期に当たる。 
（  ）2013年はまだ21世紀の四半世紀途上である。 
（  ）「エレベーターの定員は10人を超えてはいけない」ので９人まで乗れる。 
（  ）荷物は20キロを超えると機内に持ち込めないから、20キロまでだったらOK 
(  ）「2000年の前」というと、2000年も含まれる。 
（  ）「3日おきに通院した」ということは、4日に一度病院に行った計算だ。 









































  この苦言に対し、あなたは、名誉□□、失地□□、汚名□□ できますか？ 
                   （ついでの質問ですが、□に何が入りますか） 
□ 「読解力」の基礎となる「ことば」の問題も深刻！取り違えていませんか？ 
（問題）左と右、どっちが正解ですか。％値は、それを正解とした全国調査結果（文化庁）。 
 （１）「本心でない上辺だけの巧みな言葉」： 口先三寸（56.7％）vs 舌先三寸(23.3％) 
  （２） 「ひっきりなしに続くさま」：のべつくまなし(32.1％) vsのべつまくなし（42.8％） 
  （３）「快く承諾すること」：一つ返事（46.4％）vs 二つ返事（42.9％） 



















定である。                                   （作成：中崎温子） 

